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 多 面 的 機 能 支 払 の メ ー ル マ ガ ジ ン 「 農 村 ふ る さ と 保 全 通 信 」 の 第 53 号 を お

届 け し ま す 。  

 今 回 の 活 動 組 織 の 活 動 紹 介 で は 、 女 性 の ア イ デ ア や 元 気 が 大 き な 力 と な っ て

活 動 を 行 っ て い る 組 織 と 、 高 齢 者 か ら 小 学 生 ま で の 三 世 代 が 一 体 と な っ て ふ る

さ と の 自 然 環 境 を 守 る 活 動 に 取 り 組 ん で い る 組 織 を 紹 介 し ま す 。  

事 務 局 か ら は 、「 連 載：事 例 研 究 会 」と イ ベ ン ト の 開 催 報 告 に つ い て お 知 ら せ

し ま す 。  

  

- -第 53 号 の目次 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

１ ． 活 動 組 織 の 活 動 紹 介  

  ☆ 香 川
か が わ

地 区 資 源 保 全 組 合 （ 北 海 道 洞 爺 湖
と う や こ

町 ）☆  

☆ 反 保 島
た ん ぼ じ ま

集 落 環 境 保 全 推 進 協 議 会 （ 富 山 県 高 岡 市 ） ☆   

２ ． 事 例 研 究 会 ～ シ リ ー ズ １ ： 生 態 系 の 保 全 （ 魚 の ゆ り か ご 水 田 協 議 会 ） ～   

３ ． イ ベ ン ト の 開 催 報 告 ～ 「 平 成 30 年 度  長 崎 県 多 面 的 機 能 支 払 活 動 組 織 の

集 い 」 を 開 催 ～  

（ 編 集 後 記 ）   

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -



■１．活 動組織 の活動紹介 （１）  ■ 

 ～香 川
か が わ

地区資源保全組合 （北 海道洞爺湖
と う や こ

町 ）～  

 

～地区概要～ 

 北 海 道 の 南 西 部 に 位 置 す る 洞 爺 湖 町 の 北

側 に 広 が る 農 村 地 帯 を 拠 点 に 活 動 。  

「 ま ち ぐ る み の 花 い っ ぱ い 運 動 」 と し て

植 栽 活 動 を 積 極 的 に 実 施 し て い ま す 。  

 活 動 範 囲 は 、 田 ４ ha、 畑 351ha、 草 地

13ha。対 象 施 設 は 、農 道 ９ km、水 路 11km。 

 

～主な取組～ 

◎ 本 組 織 は 、 農 村 地 域 の 景 観 形 成 や 環 境美

化 に 力 を 入 れ て お り 、 農 地 周 辺 へ の 植 栽

活 動 を 自 治 会 女 性 部 と 共 同 で 実 施 し て い

ま す 。  

◎ 女 性 の き め 細 や か な 発 想 や 感 性 が 、 植栽

活 動 に お け る 花 の 種 類 の 選 定 や 植 え 込 み

の レ イ ア ウ ト な ど の 面 で 大 き な 力 を 発 揮

し て お り 、 活 動 の 規 模 を 拡 大 し て き ま し

た 。  

◎ 一 方 で 、 農 閑 期 と な る 冬 季 に は 、 女 性も

参 加 し た 中 で 、 刈 払 い 機 の 使 い 方 や 農 道

の 補 修 方 法 の 座 学 研 修 を 開 催 し 、 実 践 活

動 へ の 女 性 参 加 に 対 す る 理 解 の 醸 成 を 図

っ て い ま す 。  

◎ 女 性 の 活 動 参 加 は 農 作 業 と 家 事 の 合 間に

行 う 必 要 が あ る な ど 、 活 動 時 間 帯 の 調 整

が 不 可 欠 で す が 、 女 性 が 参 加 す る こ と で

活 動 が 明 る く 活 発 に な り 、 地 域 住 民 の 集

ま る 機 会 も 増 え て 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の

活 性 化 に 大 き く 貢 献 し て い ま す 。  

◎ 今 後 も 、 自 治 会 女 性 部 と の 連 携 を 持 続的

に 発 展 さ せ る と と も に 、 活 動 の 幅 を 更 に

広 げ る た め に 女 性 役 員 の 登 用 を 検 討 し 、

組 織 の 体 制 強 化 を 図 り た い と 考 え て い ま

す 。  

 

 【 香 川 地 区 資 源 保 全 組 合 ： 組 合 長  毛 利  政 則 】  

 

自 治 会 女 性 部 と 共 同 で の  

植 栽 活 動  

 

 

女 性 が 参 加 し た 中 で の 座 学 研 修  

 

 

刈 払 い 機 の 座 学 研 修  



■１．活 動組織 の活動紹介 （２）  ■ 

～反 保島
た ん ぼ じ ま

集落環境保全推進協議会 （富 山 県高岡市 ）～  

 

～地区概要～  

 富 山 県 西 部 の 高 岡 市 の 南 東 部 に 位 置 す る

中 田 地 区 の 反 保 島 集 落 を 拠 点 に 活 動 。  

 活 動 範 囲 は 、 田 65.9ha。 対 象 施 設 は、

農 道 3.8km、 水 路 15.4km。  

 

～主な取組～ 

◎ 本 組 織 は 、児 童 ク ラ ブ 、青 年 会 、婦 人 会 、

壮 年 会 、 老 人 会 等 が 構 成 員 と な り 、 三 世

代 が 一 体 と な っ て 、 ふ る さ と の 自 然 環 境

を 守 る 活 動 に 取 り 組 ん で い ま す 。  

◎ 地 域 の 景 観 形 成 を 図 る た め に 、 農 道 や水

路 の 法 面 に シ バ ザ ク ラ を 植 栽 し て い る ほ

か 、 ゴ ミ 拾 い な ど の 清 掃 活 動 を 行 っ て い

ま す 。 参 加 の 呼 び か け を 集 落 全 戸 に 回 覧

で 行 う な ど 、 三 世 代 交 流 に 積 極 的 に 取 り

組 ん で い ま す 。  

◎ ま た 、 幼 い 頃 か ら 自 然 と 触 れ 合 え る 環境

づ く り に 向 け て 、 地 元 の 中 学 校 の 科 学 部

と 協 力 し て 、 ６ 月 中 旬 に は ホ タ ル の 観 察

会 、７ 月 上 旬 に は 用 水 路 の 生 き 物 調 査（ ド

ジ ョ ウ 、 ア ユ 、 カ ワ ニ ナ 、 ヤ ゴ 等 ） や 水

質 調 査 を 行 っ て い ま す 。 ホ タ ル の 観 察 会

で は 、 中 学 生 が ホ タ ル の 生 態 に つ い て ク

イ ズ 形 式 で 説 明 す る な ど 工 夫 し て お り 、

こ こ で 興 味 を 持 っ た 小 学 生 が 中 学 生 に な

っ て 科 学 部 に 入 部 し た 例 も あ り ま す 。  

◎ こ れ ら の 活 動 を 通 じ て 、 世 代 を 超 え た一

体 感 が 生 ま れ 、 地 域 住 民 の 結 束 が 強 ま っ

て い ま す 。 自 然 豊 か な 地 域 の 魅 力 を 伝 え

る こ と で 、 少 し で も 多 く の 担 い 手 の 確 保

に 繋 が る よ う 、 今 後 も 活 動 を 継 続 し て い

き た い と 考 え て い ま す 。  

      

 【 反 保
た ん ぼ

島
じま

集 落 環 境 保 全 推 進 協 議 会 ： 事 務 局 長  押 川  竹 弘 】  

 

法 面 へ の シ バ ザ ク ラ 植 栽  

 

 

ホ タ ル の 観 察 会  

 

 

用 水 路 の 生 き 物 調 査  

 



■２．事 例研究会～シリーズ１：生 態 系 の保全 （魚 のゆりかご水田協議会 ）～ ■ 

 

 平 成 30 年 10 月 末 に 開 催 し た 事 例 研 究 会 の 発 表 の 中 か ら 、 地 域 共同で行

う 生 態 系 保 全 の 取 組 を 中 心 と し て 幅 広 い 活 動 に 力 を 入 れ て い る 滋 賀 県東近江

市 の 「 魚 の ゆ り か ご 水 田 協 議 会 」 を 紹 介 し ま す 。  

 本 地 域 で は 、 昭 和 40 年 代 後 半 か ら 行 わ れ た 治 水 事 業 や 土 地 改 良 事業など

に よ り 用 水 と 排 水 が 分 離 さ れ 、 琵 琶 湖 か ら 田 ん ぼ へ 魚 が 自 由 に 出 入 りしにく

い 環 境 と な り ま し た 。 そ こ で 本 組 織 で は 、 滋 賀 県 が 推 進 す る 「 魚 の ゆりかご

水 田 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 活 動 を 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の 中 核 を な す 事 業として

位 置 付 け て 、 平 成 １ ９ 年 度 の 活 動 開 始 当 初 か ら 生 態 系 保 全 活 動 に 取 り組んで

い ま す 。  

生 態 系 保 全 活 動 の 主 な 取 組 と し て 、 琵 琶 湖 の 魚 が 田 ん ぼ へ 遡 上 し て 産卵・

成 育 で き る よ う に 、 排 水 路 に 魚 道 を 設 置 し て い ま す 。 魚 道 の 種 類 に は堰上式

魚 道 と 一 筆 型 魚 道 が あ り 、 設 置 す る 場 所 の 特 徴 に 応 じ て 選 択 し て い ます。堰

上 式 魚 道 は 水 路 自 体 が 魚 道 に な る と こ ろ が 特 徴 で す が 、水 を 堰 き 止 め るため、

幅 の 広 い 水 路 で は 設 置 が 困 難 で す 。 一 方 、 一 筆 型 魚 道 は 水 路 の 規 模 を選ばず

設 置 が 可 能 で す が 、 一 度 設 置 す る と 取 り 外 す こ と が で き ず 、 耐 久 性 が課題と

な っ て い ま し た 。 近 年 は 県 内 の 企 業 か ら プ ラ ス チ ッ ク 資 材 の 提 供 を 受け魚道

を 製 作 し て お り 、 木 製 の 魚 道 と 比 べ る と 耐 久 性 が 向 上 し て い ま す 。  

 魚 道 の 効 果 と し て は 、琵 琶 湖 か ら 遡 上 し た ニ ゴ ロ ブ ナ や ナ マ ズ な ど の魚が、

田 ん ぼ で 産 卵 ・ ふ 化 し 、 稚 魚 が 育 っ て い る こ と が 確 認 さ れ て い ま す 。これ ら

の 稚 魚 を 捕 食 す る 外 来 魚 の ブ ラ ッ ク バ ス な ど は 水 路 を 遡 上 す る 習 性 がないた

め 、 在 来 魚 の 保 全 に 繋 が り 、 琵 琶 湖 漁 業 の 振 興 に も 寄 与 し て い ま す 。  

ま た 、 地 域 内 外 の 多 様 な 主 体 と 連 携 し た 活 動 も 活 発 に 行 わ れ て お り 、米作

り オ ー ナ ー 制 度 に よ る 非 農 家 の 方 と の 交 流 や 農 業 体 験 、 生 き 物 観 察 会などへ

の 参 加 者 数 が 増 加 し て い ま す 。 さ ら に 魚 の ゆ り か ご 水 田 で 育 っ た お 米をブラ

ン ド 化 し 、 日 本 酒 造 り を 行 う な ど 6 次 産 業 化 へ 取 組 の 幅 を 広 げ て い ま す 。  

 詳 し く は 、 HP に 掲 載 し た 魚 の ゆ り か ご 水 田 協 議 会 の 発 表 資 料 を ご 覧 下 さ

い 。  

▽ 発 表 資 料 は こ ち ら か ら ▽  

ht tp : / /www.maf f . go . jp/ j /nous in/kanr i / tamen_s ihara i / j i r e i _kenkyu_k

a i /a t tach/pdf/H30 -16 .pdf  

 【 農 林 水 産 省  農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 】  

堰 上 式 魚 道  一 筆 型 魚 道  魚 が 魚 道 を 遡 上 す る よ う す  

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/jirei_kenkyu_kai/attach/pdf/H30-16.pdf
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/jirei_kenkyu_kai/attach/pdf/H30-16.pdf


■３．イベントの開催報告  ■ 

～「平 成 30 年 度  長 崎 県多面的機能支払活動組織 の集 い」を開 催～ 

 

平 成 25 年 度 よ り 毎 年 開 催 し て い る 「 長 崎 県 多 面 的 機 能 支 払 活 動 組 織 の 集

い 」（ 主 催：長 崎 県 農 地 保 全 推 進 協 議 会 ）を 、10 月 30 日 に 諫 早 市 内 (諫 早 文

化 会 館 )で 盛 大 に 開 催 し ま し た 。  

当 日 は 、 長 崎 県 内 の 多 く の 活 動 組 織 を 始 め 、 県 、 市 町 及 び 関 係 団 体 などか

ら 、 約 850 名 が 参 加 し ま し た 。  

集 い で は 、 主 催 者 や 来 賓 か ら の 挨 拶 の 後 、 九 州 農 政 局 か ら 「 多 面 的 機能支

払 交 付 金 を め ぐ る 情 勢 」と 題 し た 基 調 講 演 が あ り ま し た 。続 く 事 例 発 表では、

県 内 の 3 組 織 か ら 、合 併事 例 や 、中 山 間 地 域 で の 休 耕 地 へ の 植 栽 な ど 各 地域

の 特 色 あ る 活 動 事 例 が 紹 介 さ れ 、 発 表 し た 活 動 組 織 に は 「 感 謝 状 」 が贈呈さ

れ ま し た 。  

最 後 に 大 会 決 議 が 行 わ れ 、「 国 に お い て は 、平 成 ３ １ 年 度 当 初 予 算 に お いて、

地 域 の 要 望 に 足 る 予 算 を 確 保 す る こ と 。」「 国 に お い て は 、 地 域 の 実 情をより

反 映 し た 制 度 構 築 に つ と め る こ と 。」 が 満 場 一 致 で 採 択 さ れ 、「 が ん ばろう三

唱 」 に よ り 、 幕 を 閉 じ ま し た 。  

 こ の 内 容 は 、下 記 Facebook に 掲 載 し て お り ま す の で 、是非 ご 覧 く だ さ い。 

 

 

◎ 長 崎 県 農 地 保 全 推 進 協 議 会の Facebook  

h t tps : / /www. facebook .com/nout im izu  

 

 

 

 

 

 

【 長 崎 県 農 地 保 全 推 進 協 議 会 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 会 決 議 の 採 択  

https://www.facebook.com/noutimizu


■編集後記■ 

 最 近 の 朝 は 冷 え 込 ん で い て 、冬 に な っ た な と 実 感 し て い ま す 。寒 く な ると 、

休 日 に 家 か ら 出 る 気 力 が な く な る の で す が 、 先 日 は 一 念 発 起 し て ラ グビー の

試 合 に 参 加 し て き ま し た 。 ３ 年 ぶ り の 試 合 で 、 し か も 相 手 チ ー ム の ほとんど

が 私 よ り 体 が ひ と ま わ り 大 き い 外 国 人 選 手 だ っ た の で 、 戦 々 恐 々 と していま

し た が 、 大 き な 怪 我 を す る こ と も な く 、 体 と 心 を 熱 く す る こ と が で き、リフ

レ ッ シ ュ で き ま し た 。 た だ し 、 冬 は 怪 我 を し や す い 季 節 で も あ り ま すので、

体 を 動 か す 際 に は 、準 備 運 動 を 入 念 に 行 う な ど 怪 我 に 十 分 気 を 付 け て 下さい。 

 

 

 

 

◇ 平 成 ３ ０ 年 度 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の あ ら ま し ◇  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i . h t m l  

 

 

◇ 「 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の ロ ゴ マ ー ク 」 ◇  

ロ ゴ マ ー ク は 以 下 の サ イ ト か ら ご 利 用 に な れ ま す 。どん

ど ん ご 活 用 く だ さ い ！ ！  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i / n

o u s o n _ f u r u s a t o _ h o z e n / H 2 9 / p d f / l o g o . d o c x  

 

 

◇ 配 信 先 メ ー ル ア ド レ ス の 変 更 ・ 配 信 解 除 等 ◇  

メ ー ル ア ド レ ス 等 の 変 更 や メ ー ル マ ガ ジ ン の 配 信 解 除 等 は 以 下 の サ イ ト か

ら ！  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g /  

手 続 き に は パ ス ワ ー ド が 必 要 で す 。  

お 忘 れ の 場 合 は 、 以 下 の サ イ ト で パ ス ワ ー ド を 再 発 行 し て 下 さ い 。  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g / r e . h t m l  

 

 

◇ ご 意 見 ・ ご 感 想 等 ◇  

メ ー ル マ ガ ジ ン に 関 す る ご 意 見 ・ ご 感 想 や 取 り 上 げ て 欲 し い テ ー マ 、ご自身

◇ バ ッ ク ナ ン バ ー ◇  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a

i / n o u s o n _ f u r u s a t o _ h o z e n / i n d e x . h t m l  

 

バ ッ ク ナ ン バ ー は こ ち ら か ら も ご 覧 い た だ け ま す ！

→  
 

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai.html
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/H29/pdf/logo.docx
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/H29/pdf/logo.docx
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/index.html
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/index.html


の 所 属 す る 活 動 組 織 の 紹 介 文（ 300 字 程 度 ）等 に 関 す る メ ー ル を お 待 ちして

お り ま す ！ ！  

t a m e n _ m l @ m a f f . g o . j p  

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

【 発 行 】  

〒 １ ０ ０ ― ８ ９ ５ ０  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 １ ― ２ ― １  

農 林 水 産 省 農 村 振 興 局 整 備 部 農 地 資 源 課  

多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 （ 担 当 ： 藤 田 、 大 木 ）  
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----- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
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